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【発表のポイント】 

⚫ 東北大学は、大学生活や業務に必要な情報・サービスを集約した公式アプ

リ「東北大アプリ」の取組により、「MCPC award 2026」ユーザー部門の

アカデミー特別賞を受賞しました。

⚫ 業務の DX推進プロジェクト・チームの職員を中心に企業と共創して開発

し、現在は業務の AX推進プロジェクトのもと、デジタル学生証・教職員

証や生成 AIを活用したサービスにより、利便性向上を進めています。

⚫ 本学は 2026年 9月、「東北大アプリ」に Diginin™学生証プラットフォー

ム（注 1）を実装し、mdoc（注 2）形式の学生証の発行・検証を行いました。運

用中のデジタル学生証アプリへの実装は、全国の大学で初めての取組です。

今後は、他大学や学外施設での活用の可能性を検証していきます。

【概要】 

大学生活に必要な情報やサービスが複数のシステムに分散する中、それらを

円滑に利用できる環境が求められています。 

このたび、東北大学は、公式アプリ「東北大アプリ」の取組により、モバイル

コンピューティング推進コンソーシアム（MCPC）主催の「MCPC award 2026」

において、ユーザー部門のアカデミー特別賞を受賞しました。MCPC awardは、

モバイルシステムや IoT・AIなどの活用により、業務効率化や社会貢献などの成

果を上げた企業・団体等の事例を表彰するものです。

本アプリは、デジタル学生証・教職員証や学務情報、生成 AIによる支援機能

などを集約し、学生・教職員の日常を支えています。また、保護者や卒業生など、

学外にも利用対象を広げ、大学と社会をつなぐ基盤への発展を目指します。 
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【詳細な説明】 

今回の取り組み 

東北大学は、学内に分散していた情報・サービスの一元化を目指し、若手職

員を中心とした「業務の DX推進プロジェクト・チーム」が企業と連携して、

2025年 4月から「東北大アプリ」を提供しています。この取組により、

「MCPC award 2026」のユーザー部門でアカデミー特別賞を受賞しました。 

本アプリは、デジタル学生証・教職員証による図書館利用、学務情報の確

認、お知らせの受信、生成 AIによる問い合わせ対応や研究者検索などをスマ

ートフォンから利用でき、学生・教職員の利便性向上と業務効率化を支えてい

ます。2026年 6月からは、従来の業務の DX推進プロジェクトを発展させた

「業務の AX推進プロジェクト」のもと、さらなる機能の充実や新たな技術の

検証を進めています。株式会社内田洋行、株式会社 SibaService、フェリカネ

ットワークス株式会社と連携し、900件を超えるアプリ内アンケートの回答も

生かしながら改善を進めています。 

今回の受賞では、アプリを起点に学内システムを統合し、次世代のポータル

として機能させた点や、大学と社会をつなぐアプリとして、保護者・卒業生な

どの関係者とのつながりを広げる取組が評価されました。さらに、日常的に利

用されるアプリを通じて、利用者の大学への関心や関わりを深めている点も高

く評価されました。 

今後の展開 

本学は 2026年 9月、「東北大アプリ」に「Diginin™学生証プラットフォーム」

を実装し、「mdoc」形式の学生証の発行・検証を行いました。今後は、本プラッ

トフォームの全学展開を視野に、既存のデジタル学生証との並行運用を検討し

ます。あわせて、他大学・学外施設での利用など、大学の枠を越えた活用の可能

性を検証していきます。 

さらに、保護者や卒業生、入学希望者などにもサービスの対象を広げ、入学前

から卒業後まで、大学と社会の継続的なつながりを支える基盤へと発展させて

いきます。 

 

【受賞情報】 

賞名：MCPC award 2026 ユーザー部門 アカデミー特別賞 

受賞団体：国立大学法人東北大学 

受賞対象：東北大学公式アプリ「東北大アプリ」 

主催：モバイルコンピューティング推進コンソーシアム（MCPC） 

 



 
 

 

 

 

図 1. 東北大アプリの概要 

 

 

図 2. 「Diginin™学生証プラットフォーム」について 

 

【用語説明】 

注1． Diginin™学生証プラットフォーム：フェリカネットワークス株式会社が

提供する学生証プラットフォームサービス 

注2． mdoc：スマートフォンなどで身分証を提示・検証するための国際標準技

術。モバイル運転免許証のための規格として登場し、ISO/IEC 18013-5と

して国際的に標準化された。学生証などへの応用も進められている。 

 



 
 

 

 

 

【問い合わせ先】 

（受賞および取り組みに関すること） 

東北大学 経営戦略本部 データ戦略室 

特任准教授 中村 卓司 

TEL：050-7788-1950 

Email：dx-app@grp.tohoku.ac.jp 

 

（報道に関すること） 

東北大学情報部デジタル変革推進課 

TEL：022-217-4928 

Email：dx-promo@grp.tohoku.ac.jp 

 

東北大学パブリックリレーションオフィス 

TEL：022-217-4816 

Email：press@grp.tohoku.ac.jp 
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